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電子書籍って？ 

その名の通り、デジタル機器の画面で読む「書籍」です。 

電子書籍ではアマゾンが提供する「Kindle」が有名です。 

今回、図書館では“Maruzen eBook Library”という電子書籍を導入

しました。読むことができる本は皆さんが英語の勉強に活用している。

readerやmoodleの本です。その一部は元々図書館にあるのと同じ本

です。 

この電子書籍は図書館に行かなくてもパソコンやスマートフォンがあ

ればreaderやmoodleの本を読むことができます。 

また、返すのを忘れて借りれない期間ができてしまった！ということ

もありませんのでたくさん活用してみてください！ 

はじめに

アクセスのしかた
①学校で使う

②学校以外(自宅・野外)で使う

各画面のみかた
①トップページ

②購読一覧画面

③詳細画面

④閲覧画面

読み終わったら

使用上の注意

③



① 学校で使う

大学内で使用する場合は以下の2つの方法があります。 

1)大学据え置きのパソコンを使う

2)学内Wi-Fiを使う
※Wi-Fiの接続方法は情報システム室にお問い合わせください。

パソコン・スマートフォンなどの準備ができたら 

インターネットブラウザ(IE・Googlechrome・firefoxなど)で

https://elib.maruzen.co.jp/ 

にアクセスします。 
また、図書館ホームページからもアクセスできます。

※図書館ホームページからのアクセスは購読契約タイトル一覧画面(P.5)
に直接移動します。

図書館にあるパソコンに限らず、 

ラーニングコモンズほか

大学内のパソコンからなら

どこでもアクセスできます。

上の画像のように 

右上に  と 

表示されればアクセス完了です 
※この画面はパソコン・スマートフォン共通です
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② 学校以外(自宅・野外)で使う

大学以外(自宅・野外)で使用する(リモート接続する)場合は 

大学内から1度アクセスをしてアカウントを作成する 
と使えるようになります。 

注意！ 

アカウント作成はOIUメールのアドレスが必要です！

それ以外のメールアドレスでは使えません！

★リモート接続用アカウントの作り方

1）大学内のパソコン・Wi-Fiを使って

eBook Libraryにアクセスします。

２）アクセスしたら右上の大阪国際大学の表示の右下にある

「アカウント」をクリックします。
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OIUメールのアドレス 

もう一度OIUメールのアドレス 

自分の名前 

３）「アカウント」をクリックしたら

下の画面に移動します。

画面のようにOIUメールアドレスと氏名を入力し、

をクリックします。 
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自分の名前はUNIPAで表示されている名前にしましょう！ 

特に留学生の皆さんは名前の表記方法を気を付けてください。 



4）         をクリックするとOIUメールに 

 下の画像のような内容のメールがすぐに届きます。 

 届いたら20分以内にメールにあるページに移動し、 

 認証パスワードを登録します。 

OIUメールのアドレス 

注意！ 

一度取得したアカウントは90日間で無効になります。 

定期的な延長手続きをしましょう。 

以上の手続きで大学外でも 

eBook Libraryを利用することができます 
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eBook Libraryにアクセスすると下の画面が表示されます、 

たくさんのタイトルが並んでいますがここにある資料を読むことはできません。 

読める本を探すには検索バー上部 をクリックし、 

②購読契約タイトル一覧画面へ移動します。

① トップページ

② 購読契約タイトル一覧

ここに表示される 

資料は読めません 

1 

２ 

この資料のタイトル。 

クリックすると③詳細画面に移動し、

より詳しい本の情報をみることができます。

閲覧ボタン。 の場合は④閲覧画面へ移動し読むことができます。 

の場合はほかの人が読んでいる最中です。 

の表示になるまでしばらくお待ちください。 

２ 

1 

２ 
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③ 詳細画面 

2 

1 

3 

4 

閲覧ボタンです。一覧画面同様閲覧画面へ移動可能します。 

著者や出版社、刊行年といった図書の情報が表示されます。 

簡単なあらすじのほか、reader等は総語数がここに表示されます。 

単なる目次だけではなくクリックした目次のページの 

閲覧画面へ直接移動することが可能です。 

1 

2 

3 

4 
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一覧画面から閲覧画面に移動で

きるなら別にこの画面は気にし

なくてもいいよね？ 

確かに一覧画面からこの画面に移動することは少ないと思

うけれど、ほかの人と同じ本を共有したり、学内レベル表

からeBookからアクセスしたりしたときはこの画面が表示

されるのでこちらの画面の見方も知っておいてね。 



④ 閲覧画面 
１ ２ ３ ４ 

５ 

この部分でページの 

拡大・縮小調整が 

できます。 

※スマホなどの指を 

使った拡大・縮小方法 

では画像が荒くります。 

１ 

ページの表示を単独ページと見開きページから 

選ぶことができます。 

単ページ表示 

見開きページ表示 

２ 

ページをめくるときは 

この ＜ ＞ をクリックします。 
３ 

     

           

               

目次の表示以外に任意の単語が 

どのページあるか検索すること 

ができます。 

この表示は「閉じる」で 

非表示にできます。 

５ 

 

印刷したい場合はこちらを使用します。 

下のような案内が表示されます。 
※印刷は書籍内容のPDFをダウンロード後、印刷します。 

4 
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読み終わったら必ず閲覧画面右上にある      ボタンを 

クリックしてください。 

クリックすると閲覧画面が終了し、検索一覧画面へ戻ります。 

検索一覧画面に戻ったらブラウザを閉じて 

eBookの利用を終了します。 

注意！ 

     ボタンをクリックせずに終了すると 

誰も読むことができなくなります！ 

必ず     ボタンをクリックしてください！ 
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リモートアクセス時に使用する通信にかかる費用は 

個人の負担となります。 

 

2017年9月現在、読むことができる資料はすべて1度に1人 

しかアクセスできません。 

授業などで使う場合は事前にダウンロードや印刷をしましょう。 

 

eBookにある印刷機能は個人を対象にしたものです。 

印刷したものをコピーして友達に渡したり、不特定多数の人に 

配布する行為はしないでください。 

P.9 

そのほか、質問・問い合わせがありましたら 

図書館レファレンスカウンターにご相談ください。 

eBookのreaderのレベルは出版社が設定したものなので 

普段みなさんが利用しているレベルとは異なります。 

ただし、『マクミランリーダーズ』と呼ばれるシリーズの分

のみ、みなさんが利用しているレベルに合わせた一覧表があ

ります。 

この利用ガイドと一緒に「学内レベル表」という名前で公開

していますので活用してみてください。 

POINT！ 


